
 

協議会事務局では里親同士、里親と児童相談所ま

たは里親と地域社会を『つなぐ』をテーマに事務局

通信を発行しています。 

私たち里親自身が里親のために取材をし、わかり

やすく編集してまいります。 

 
お知らせ１  全国里親会会長会議＆研修会 
 

１月２３日に、令和３年度第２回会長会議＆

研修会が、会場参加・ZOOM 参加のハイブリッ

ド形式で行われ、本会より岩見会長と宮津事務

局長が参加しました。 

全国里親会 河内会長の挨拶にはじまり、午

前中は全里事務局からの情報提供、保険説明、

各里親会の状況報告等が行われ、午後からは講

義として、厚生労働省からの行政説明など３講

義が行われました。 

私たちも、熊本県における社会的養護を担う

者として、「すべては子ども達の最善の利益の

ために」里子の養育に励んでいかなければなら

ないと感じました。 

 

お知らせ２  特養サロン「いちごの会」より 

 １１月１４日(日)に、慈愛園で特養サロン「い

ちごの会🍓」第２回サロンを行いました。前半

のフリートークでは、子育ての悩みから同じ立

場での悩みまで、色々な思いを語る場になりま

した。 

 また、子どもや家庭は違えど、仲間の体験談

も熱心に聞いておられました。フォスタリング

機関の「きらきら」さん、託児スタッフの皆様、

お世話になりました。 

 第３回は八代で行う予定です。(ZOOM 参加

になる可能性あり)会員さんも随時募集してい

ます。                  (報告: 代表 駒井) 
 

【特養サロン「いちごの会🍓」】 

事務局（戸田）☎ 090-7067-7749 

お知らせ３  各支部活動報告 

【熊本市支部】 

 1２月１９日「小さな勉強会 in 南区」 

 フォスタリング機関「アグリ」で開催しまし

た。参加者１２名、他子どもたち多数(８名程)

参加しました。会員相互の親睦交流がなされ、

充実した２時間でした。 (報告:支部長 米田) 

 

【県八代支部】 

 八代支部では例年、８月に夏季キャンプを実

施していましたが、令和２年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響で実施できませんでした。   

本年度は、２月５日から６日に、熊本県立あ

しきた青少年の家で実施する計画でしたが、ふ

たたび、新型コロナウイルスの感染が拡大しま

したので、中止することとしました。 

来年度は感染も治まり皆さんと集えること

を願っています。   (報告: 副支部長 沼田) 

 
   
【県 FH 支部】 

 1 月 1３日に、ZOOM にて「定例交流会」を

開催し、４ホームが参加しました。 

 昨年末、支部内に発足した「未来検討委員会」

の今後の動きなどについて話し合いが行われ

ました。これまで各ファミリーホーム養育者と

児相・関係団体と行われていた話し合いを、形

を変え、「未来検討委員会」として年３回(５月・

１０月・２月)に支部役員と県内児相所長・担当

者、県市担当課担当者で構成して行われます。 

 ファミリーホームと関係団体との相互理解

を深めるとともに、より良いファミリーホーム

運営・養育環境の向上を図り、また家庭擁護の

一役を担うファミリーホームの推進を図るこ

とを目的とした「未来検討委員会」を中心に、

未来に向けた発展的な話し合いができること

を願っています。   (報告: 副支部長 宮津) 
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【県中央支部】 

 「さとおや時間」(11 月＆１月) 

 きらきら＆県央プレゼン〝さとおや時間″

が２回シリーズで開催されました。清原さん＆

今西さんの養育の取組の発表を受けて中央児

相の樋高心理士から、関わり方のポイント等お

話いただきました。〝できたら褒める″ではな

く〝できていることを十分褒める″ことや粘

り強く大切であることを伝える事など、焦らず

しっかり日々子どもと向き合う中で愛着関係

が形成されていくことを教えて頂きました。ま

た自分や家族だけで抱え込まず、相談したり社

会資源を利用すること等もアドバイス頂きま

した。参加者の皆様との交流も大変有意義な時

間でした。ありがとうございました。 

 ３月１２日(土)１４：００～１６：００には

「里親家庭で生活する子ども達への自立支援」

と題して認定ＮＰＯブリッジフォースマイル

の尾上氏をお迎えし、研修会があります。(定員

３０名、於:嘉島町民会館予定)。お申し込みは

「きらきら」さんまで  (報告:支部長 芹川) 

 Mail kirakira@jiaien.or.jp (3/1 締切) 
 
 宇土・宇城地区里親サロン 

 １月１３日(木)、宇城市役所新館で開催しま

した。参加者、大人８名、子ども３名。 

 今回は今後宇土・宇城地域へ移住を考えてい

る里親家庭の共通点が発達障害の子どもたち

を育てていらっしゃるご家庭だったので、それ

ぞれ子育ての悩みや子育て体験など、意見交換

しました。その他里親支援専門相談員の先生方

にもご意見を頂き、とても有意義な時間を過ご

すことができました。 (報告: 地区委員 緒方) 

 

  
 「里親が育てる 社会が支える」を目指し、

里親の孤立を防ぐことと制度への地域の理解

を広げることには、支援者が必要です。 

 会員の皆さん、ご近所や友人知人へ賛助会

員(年会費 5,000 円/年間)へのご案内・ご協

力をよろしくお願いします。 

 また、本会活動を支援してくださる事業所

団体、企業も募集しています。 

 お問い合わせは事務局長宮津まで。 

 事務局長 pygkb624@yahoo.co.jp 
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東部ハイツ １０１ 
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～編集後記～ 

 子どもへの、新型コロナウイルスの感染が広

がって、気の休まらない日々が続いています。

春には、どうか感染が治まり安心して生活がで

きるよう願うばかりです。    

 今号が今年度最後の通信となります。 

 一年間大変お世話になりました。  (事務局) 

賛助会員募集 

おことわり 

第４３・４４・４５号通信において「赤い羽根
共同募金の配分金を受けて作成」と記載していま
したが、本年度は配分金を受けていませんでした。 
次年度は配分の申請を行っているところです。 

 大変申し訳ありませんでした。   (事務局) 
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